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金婚祝賀会

まちづくり懇談会、合併報告

ほけんだより

田園空間整備事業

衆議院議員総選挙

教育委員会だより

～ どう？大きい芋でしょう！！ ～

青空の下、小学生がアグリファーム青空の下、小学生がアグリファーム�

に植え付けていたサツマイモの収穫に植え付けていたサツマイモの収穫�

を行いました。作柄が心配されましを行いました。作柄が心配されまし�

たが前日の雨でぬかるんだ中、掘りたが前日の雨でぬかるんだ中、掘り�

起こして見ると写真のような大物も起こして見ると写真のような大物も�

あり大歓声！の芋掘りとなりました。あり大歓声！の芋掘りとなりました。�

青空の下、小学生がアグリファーム�

に植え付けていたサツマイモの収穫�

を行いました。作柄が心配されまし�

たが前日の雨でぬかるんだ中、掘り�

起こして見ると写真のような大物も�

あり大歓声！の芋掘りとなりました。�



一
歩
づ
づ
積
み
上
げ
た

五
十
年
の
歩
み

　
平
成
15
年
度
の
金
婚
祝
賀
会
が

10
月
22
日
（
水
）
日
新
館
に
て
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
金

婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
妻
は
37

組
で
、
金
婚
祝
賀
会
に
は
24
組
の

ご
夫
妻
が
参
加
し
半
世
紀
に
わ
た

り
と
も
に
歩
ん
で
き
た
結
婚
生
活

を
祝
い
ま
し
た
。

金
婚
式
を
迎
え
て
ひ
と
こ
と

茂
木
幸
一
郎
さ
ん
の
お
話

「
金
婚
祝
賀
会
の
通
知
を
頂
い
た

時
に
は
大
変
喜
び
ま
し
た
。
夫
婦

と
も
に
健
康
第
一
で
や
っ
て
き
ま

し
た
。
勤
め
て
い
た
当
時
も
家
内

の
協
力
や
栄
養
を
考
え
た
食
事
な

ど
の
協
力
が
あ
っ
て
今
ま
で
や
っ

て
こ
れ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。」

三
浦
綾
さ
ん
の
お
話

「
早
く
に
結
婚
し
た
の
で
五
十
年

は
短
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
の
間
も
旦
那
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ

な
面
で
助
け
て
も
ら
い
こ
こ
ま
で

こ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
健
康

に
注
意
し
て
旦
那
さ
ん
を
手
伝
っ

て
や
っ
て
行
き
た
い
で
す
ね
」（
横

で
は
旦
那
さ
ん
の
誠
三
さ
ん
が
笑

顔
で
こ
れ
か
ら
も
農
業
を
頑
張
り

た
い
と
話
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。）

　
こ
れ
か
ら
も
益
々
お
元
気
で
活

躍
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

今
回
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た

37
組
の
ご
夫
妻
。（
敬
称
略
）

　
金
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!!

　
　
　
こ
れ
か
ら
も
お
二
人
お
元
気
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
生
を
歩
ん
で
下
さ
い
。

金
婚
祝
賀
会

御夫妻氏名�

佐　藤　昭　三　・　トメヨ�

新　田　耕　一　・　タ　マ�

新　田　長　市　・　タ　ミ�

金　子　信太郎　・　ア　イ�

森　川　光　雄　・　　数　�

北　島　保　雄　・　律　子�

佐々木　金　一　・　秋　子�

佐々木　正　一　・　サタヨ�

三　浦　勝　郎　・　　文　�

三　浦　泰　藏　・　ヨ　シ�

三　浦　長　一　・　喜佐子�

伊　豆　甚　一　・　妙　子�

三　浦　徳　郎　・　タ　ミ�

金　崎　新　一　・　花　子�

佐　藤　留四郎　・　ハ　ル�

御夫妻氏名�

佐　藤　久　吉　・　惠　美�

佐　藤　由　男　・　ムツ子�

佐　藤　周　吉　・　チ　ヤ�

茂　木　鉄　夫　・　由利子�

茂　木　幸一郎　・　チ　サ�

佐々木　光　男　・　キ　ヨ�

佐　藤　三　郎　・　キ　ク�

三　浦　誠　三　・　　綾　�

佐　藤　良　助　・　禮　子�

黒　木　郁　夫　・　タ　マ�

土　田　襄　一　・　容　子�

相　庭　太美男　・　イ　ヨ�

佐　藤　清　圓　・　弓　子�

佐　藤　二　雄　・　サ　ツ�

佐　藤　　　茂　・　サチ子�

御夫妻氏名�

佐　藤　博　記　・　章　子�

佐　藤　清二郎　・　サ　チ�

佐　藤　昭　一　・　ヨ　シ�

小　番　次　男　・　フ　サ�

佐　藤　勝　男　・　ト　ヨ�

鈴　木　伊　佐　・　タケヨ�

根　田　種　雄　・　シ　ン�



田
園
空
間
博
物
館
・
整
備
事
業

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　
今
回
ご
紹
介
す
る
田
園
空
間
博

物
館
・
整
備
事
業
は
矢
島
町
が
現

在
進
め
て
い
る
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
構
想
（
地
域
の
人
々
が
、
自
ら

の
地
域
社
会
を
探
求
し
、
未
来
を

創
造
し
て
い
く
た
め
の
新
し
い
理

念
の
総
合
的
博
物
館
＝
地
域
そ
の

も
の
が
人
を
育
む
博
物
館
）
の
実

践
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
位
置
付
け
ら
れ

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

田
園
空
間
整
備
事
業
と
は
？

　
鳥
海
山
の
豊
か
な
自
然
と
田
園

景
観
を
利
用
し
、
現
在
町
内
に
点

在
す
る
、
自
然
・
歴
史
・
伝
統
文

化
を
再
発
見
、
再
評
価
し
、
急
速

に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
自
然
と
田
園

及
び
伝
統
文
化
が
調
和
し
た
ふ
る

さ
と
空
間
を
創
造
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
そ
の
他
に
も
由

利
郡
内
５
町
（
由
利
町
・
東
由
利

町
・
鳥
海
町
・
象
潟
町
・
仁
賀
保

町
）
が
そ
の
対
象
地
域
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
全
国
に
も
い
く

つ
か
田
園
空
間
整
備
事
業
の
対
象

地
域
が
あ
り
ま
す
。
　

全
国
田
園
空
間

　
　
　
　
　
博
物
館
推
進
大
会

　
さ
る
10
月
10
日
（
金
）
〜
11
日

（
土
）
の
両
日
、
富
山
県
砺
波
市
に

お
い
て
第
２
回
全
国
田
園
空
間
博

物
館
推
進
大
会
in
と
な
み
野
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
田
園
空
間
博
物
館

事
業
の
先
進
地
区
の
事
例
発
表
が

行
わ
れ
、
本
町
よ
り
三
浦
課
長
補

佐
が
本
地
区（
鳥
海
山
麓
地
区
）の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
積
極

的
な
事
業
の
紹
介
・
情
報
発
信
等

に
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
先
進
的
な
当

地
区
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
関
心

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

（
事
業
に
つ
い
て
は
矢
島
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）

　
平
成
15
年
度
田
園
空
間
整
備
事

業
で
行
っ
て
お
り
ま
す
内
容
に
つ

い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

山
本
大
路
水
路（
集
落
排
水
路
）工

事
（
タ
イ
ト
ル
写
真
）

　
家
中
地
内

　
整
備
目
的
　
江
戸
時
代
に
八
森

城
（
生
駒
藩
）
が
築
城
さ
れ
た
と

き
に
城
下
町
の
中
心
に
つ
く
ら
れ

た
水
路
で
、
今
も
な
お
一
部
そ
の

形
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
水
路
を

復
元
・
保
全
し
、
集
落
排
水
機
能

の
改
善
を
す
る
と
と
も
に
歴
史
あ

る
水
路
と
し
て
次
世
代
に
伝
承
す

る
。

民
部
坂
（
農
業
集
落
道
）・
水
神
様

（
景
観
保
全
）
工
事

　
金
毘
羅
坂
（
周
辺
含
む
）

石畳舗装工事の施工状況

　
整
備
目
的
　
生
駒
藩
時
代
か
ら

「
民
部
坂
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
本
路

線
と
水
神
様
が
祀
ら
れ
た
不
動
明

王
の
滝
及
び
乾
田
馬
耕
碑
の
周
辺

が
長
い
年
月
を
重
ね
景
観
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
た
め
、
周
辺
を
一
体

的
に
整
備
・
保
全
し
次
世
代
に
伝

承
す
る
。

　花
立
遊
歩
道
（
歩
行
者
専
用
遊
歩

道
）
工
事

　
花
立
地
内
　

下層路盤の施工状況

　
整
備
目
的
　
花
立
堤
の
水
辺
環

境
と
合
わ
せ
て
、
堤
周
辺
を
め
ぐ

り
な
が
ら
た
め
池
の
歴
史
や
自
然

景
観
の
体
験
が
出
来
る
遊
歩
道
と

し
て
整
備
を
図
る
。
ま
た
、
上
層

の
舗
装
に
は
、
地
元
間
伐
材
の

チ
ッ
プ
を
使
用
す
る
な
ど
環
境
に

配
慮
し
た
も
の
と
す
る
。

石積み護岸の施工状況

田
園
空
間
整
備
事
業に

つ
い
て



　
第
５
回
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
が
10
月
20
日
午
後
６
時
30

分
か
ら
役
場
大
会
議
室
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
町
長
か
ら
挨
拶
が
あ

り
、「
合
併
協
議
会
等
々
の
会
議
で

新
し
い
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
決
め
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
意
見
が
出
て

お
り
ま
す
が
、
第
９
回
か
ら
の
一

市
七
町
の
合
併
協
議
会
か
ら
は
少

し
ず
つ
そ
の
よ
う
な
新
市
の
方
向

性
が
見
え
る
よ
う
な
議
題
が
で
つ

つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で

皆
様
の
不
安
な
一
面
も
あ
り
ま
す

の
で
、
矢
島
町
と
し
て
は
地
域
自

治
組
織
（
下
記
枠
内
参
照
）
の
設

置
を
お
願
い
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。」と
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。

現
在
の
状
態
が

衰
退
し
な
い
か
と
の
声

　　
今
回
は
合
併
協
議
会
の
議
題

が
、
地
域
に
密
着
し
た
団
体
等
の

取
扱
い
に
つ
い
て
の
協
議
が
い
く

つ
か
あ
っ
た
た
め
、
委
員
の
中
に

は
そ
の
体
制
が
合
併
と
同
時
に
衰

退
し
て
い
く
の
で
は
と
言
っ
た
懸

念
が
出
さ
れ
ま
し
た
。（
具
体
的
な

例
と
し
て
体
育
協
会
の
統
合
や
そ

の
下
部
組
織
で
あ
る
ス
ポ
少
な

ど
）

　
そ
の
意
見
に
対
し
協
議
会
の
幹

事
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
助
役
か

ら
、「
心
配
は
あ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
協
議
会
の
事
務
局
や
幹
事

会
も
含
め
て
後
退
す
る
よ
う
な
考

え
方
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
現

状
よ
り
良
く
し
て
行
き
た
い
と
い

う
前
向
き
の
考
え
で
合
併
を
捉
え

て
い
ま
す
。
ま
た
現
体
制
で
行
く

と
す
れ
ば
、
例
え
ば
の
話
で
す
が

町
の
財
政
状
況
を
考
え
る
と
毎
年

補
助
金
が
１
割
削
減
さ
れ
る
と

言
っ
た
可
能
性
が
あ
る
な
ど
、
現

状
そ
の
も
の
を
維
持
し
て
行
く
事

は
単
独
で
も
難
し
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。」
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
月
の
協
議
会
報
告
で
す
が
、

第
９
回
の
合
併
協
議
会
が
10
月
27

日
に
開
催
さ
れ
た
た
め
、
紙
面
作

成
上
の
都
合
に
よ
り
来
月
詳
細
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
報
告
事
項

報
告
第
21
号
　

新
市
名
称
の
第
一
次
選
定
に
つ
い

て
　

報
告
第
22
号

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画（
素
案
）の

変
更
に
つ
い
て

・
協
議
事
項

協
議
第
28
号
　

財
産
及
び
債
務
の
取
扱
い
に
つ
い

て

協
議
第
29
号

障
害
福
祉
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い

て協
議
第
30
号
　

環
境
対
策
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い

て協
議
第
31
号

商
工
・
観
光
事
業
の
取
扱
い
に
つ

い
て

協
議
第
32
号

社
会
教
育
事
業
の
取
扱
い
（
そ
の

１
）
に
つ
い
て

協
議
第
33
号

議
会
の
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の

取
扱
い
に
つ
い
て

以
上
と
な
り
ま
す
。

　
次
回
の
合
併
協
議
会
は
11
月
30

日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
岩

城
町
岩
城
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た
県
職
員
採
用
初
級
試
験
受
験
案
内

▼
受
付
期
間
　
平
成
15
年
10
月
20
日
（
月
）
〜
11
月
７
日
（
金
）

▼
一
次
試
験
　
平
成
15
年
12
月
７
日
（
日
）

▼
試
験
会
場
　
秋
田
県
議
会
大
会
議
室

▼
問
い
合
せ
・
受
験
申
込

　
秋
田
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
秋
田
地
方
総
合
庁
舎
４
階
）

　
電
話
　
０
１
８-

８
６
０-

３
２
５
３
（
直
通
）

　
採
用
試
験
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
　
０
１
８-

８
６
０-

２
３
１
１

地
域
自
治
組
織
と
は
？

　
国
の
制
度
調
査
会
の
中
間
報
告

で
は
、
地
域
自
治
組
織
と
し
て
２

つ
の
タ
イ
プ
を
提
示
し
て
い
ま
す
。

一
方
は
公
共
団
体
の
タ
イ
プ
、
も

う
一
つ
は
行
政
区
的
な
タ
イ
プ
で

あ
り
ま
す
。
前
者
は
東
京
都
の
特

別
区
の
よ
う
な
法
人
格
を
有
す
る

も
の
で
地
域
自
治
組
織
ご
と
に
執

行
機
関
（
長
）
と
議
決
機
関
、
議

会
を
置
き
、
新
市
か
ら
の
移
転
財

源
に
よ
っ
て
地
域
共
同
的
な
事
務

処
理
を
行
い
ま
す
が
、
課
税
権
や

地
方
債
の
発
行
権
が
な
い
と
す
る

タ
イ
プ
で
す
。
た
だ
し
こ
の
タ
イ

プ
に
は
合
併
し
た
に
も
関
わ
ら
ず

同
じ
よ
う
な
組
織
が
残
り
合
併
本

来
の
趣
旨
に
反
す
る
と
の
意
見
も

あ
り
ま
す
。

　
後
者
は
法
人
格
が
な
く
、
首
長

（
新
市
長
）の
組
織
の
一
部
と
し
て

事
務
を
分
掌
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
新
市
の
首
長
が
選
任
す
る
行

政
区
の
長
、
こ
の
場
合
は
地
域
自

治
組
織
の
長
と
首
長
の
附
属
機
関

で
あ
る
地
域
審
議
会
で
構
成
さ

れ
、
財
源
は
新
市
の
会
計
か
ら
直

接
交
付
さ
れ
る
と
い
う
タ
イ
プ
の

２
タ
イ
プ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一

長
一
短
が
あ
り
、
11
月
頃
に
国
の

合
併
に
お
け
る
地
方
自
治
組
織
の

あ
り
方
に
つ
い
て
一
定
の
方
向
付

け
が
な
さ
れ
る
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

（
７
回
協
議
会
録
よ
り
一
部
抜
粋
）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

第
５
回
「
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」�

第
９
回
一
市
七
町
合
併
協
議
会�

市
町
村
合
併
報
告�



　
衆
議
院
が
10
月
10
日
に
解
散

し
、
第
43
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

が
、
10
月
28
日
に
公
示
、
11
月
９

日
投
開
票
の
日
程
で
執
行
さ
れ
、

あ
わ
せ
て
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
選
挙
は
、
有
権
者
一
人
一
人
が

政
治
に
対
す
る
責
任
と
自
覚
を

持
っ
て
与
え
ら
れ
た
自
分
の
権
利

を
行
使
す
る
貴
重
な
行
為
で
す
。

棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
明
る
く
正

し
い
選
挙
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
投
票
で
き
る
人

　
昭
和
58
年
11
月
10
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
平
成
15
年
７
月
27

日
以
前
か
ら
引
き
続
き
本
町
に
居

住
し
て
い
る
人
で
、
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

（
有
権
者
に
は
、
公
示
日
以
降
行
政

協
力
員
を
通
じ
、
投
票
所
入
場
券

が
配
布
さ
れ
ま
す
。）

○
不
在
者
投
票

　
投
票
日
当
日
、
一
定
の
事
由
に

よ
っ
て
投
票
所
へ
お
も
む
い
て
投

票
が
で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る
方

は
、
不
在
者
投
票
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
院
中
や
長
期
出
張
中

な
ど
当
町
で
不
在
者
投
票
も
で
き

な
い
場
合
は
、
入
院
先
や
出
張
先

な
ど
か
ら
の
不
在
者
投
票
も
で
き

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
期
間

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙

　
　
10
月
28
日
〜
11
月
８
日

　
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　
　
11
月
２
日
〜
11
月
８
日

・
時
間

　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

・
場
所

　
　
役
場
庁
舎
１
階

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
室

○
投
票
日
に
お
け
る
投
票

　
各
投
票
区
の
投
票
時
間
は
、
下

の
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

※
　
配
布
さ
れ
る
入
場
券
で
再
度

確
認
し
て
下
さ
い
。

○
開
票
所
・
開
票
開
始
時
間

・
場
所
　
矢
島
町
体
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　（
青
少
年
ホ
ー
ム
）

・
開
始
時
間

　
　
11
月
９
日
午
後
８
時
か
ら

　
第
43
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
等

に
関
し
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
町

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

電
話
55
―
４
９
５
１
ま
で
。財団法人 明るい選挙推進協会

11
月
９
日
（
日
）
投
票

行
こ
う
よ
選
挙
。
明
日
の
日
本
が
今
決
ま
る
。
い
ざ
投
票
　
い
い
国
づ
く
り
に
　
こ
の
一
票

第
43
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙�

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

第
15
投
票
区
�

第
14
投
票
区
�

第
13
投
票
区
�

第
12
投
票
区
�

第
11
投
票
区
�

第
10
投
票
区
�

第
９
投
票
区
�

第
８
投
票
区
�

第
７
投
票
区
�

第
６
投
票
区
�

第
５
投
票
区
�

第
４
投
票
区
�

第
３
投
票
区
�

第
２
投
票
区
�

第
１
投
票
区
�

投

票

区
�

谷
地
沢
桃
野
会
場
�

熊
之
子
沢
会
館
�

針
ケ
岡
会
館
�

金
ケ
沢
会
館
�

元
町
会
館
�

坂
之
下
会
館
�

新
荘
会
館
�

立
石
児
童
館
�

木
在
会
館
�

川
辺
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
�

大
川
原
会
館
�

矢
島
町
日
新
館
�

山
寺
会
館
�

矢
島
町
福
祉
会
館
�

矢
島
町
役
場
�

投
　
票
　
所
�

午
前
７
時
〜
午
後
６
時
�

午
前
７
時
〜
　
　
　
 
�

　
　
　
 
　
午
後
７
時
�

投

票

時

間
�



●
大
腸
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す
！
●

　
大
腸
は
、
消
化
吸
収
さ
れ
た
残
り
の
腸
内
容
物
を

た
め
、
水
分
を
吸
収
し
な
が
ら
大
便
に
す
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
約
２
ｍ
の
長
さ
が
あ
り
、
結
腸
と
直
腸
肛
門
か
ら

な
り
ま
す
。
大
腸
粘
膜
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
ど
こ
に

で
も
が
ん
が
で
き
ま
す
が
、
特
に
、
Ｓ
状
結
腸
と
直

腸
に
が
ん
が
で
き
や
す
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
は
、
欧
米
に
多
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、
近
年
わ
が
国
に
お
い
て
も
著
し
く
増
加
傾

向
に
あ
り
毎
年
約
６
万
人
が
罹
患
し
て
お
り
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
の
増
加
の
原
因
と
し
て
、
日
本
人
の
食

生
活
の
欧
米
化
、
つ
ま
り
動
物
性
脂
肪
の
摂
取
量
の

増
加
と
食
物
繊
維
摂
取
量
の
減
少
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
は
早
い
時
期
に
発
見
さ
れ
れ
ば
、
外
科

療
法
に
よ
り
ほ
ぼ
完
全
に
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
年
に
１
回
は
、
検
診
を
う
け
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　
な
お
、
４
月
に
申
し
込
み
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

は
通
知
書
と
検
査
セ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
が
、
申
し

込
み
し
忘
れ
た
方
、
変
更
の
あ
る
方
は
、
福
祉
保
健

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（

電
話
55
―
４
９
６
０
）

こ
の
検
診
は
、
２
日
間
の
便
を
検
査
す
る
も
の
で
、

事
前
に
問
診
票
と
検
査
セ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
。
検

診
当
日
に
本
人
が
来
ら
れ
ず
に
代
理
の
方
が
来
ら
れ

る
場
合
も
、
問
診
票
に
記
入
漏
れ
が
な
い
場
合
は
受

付
致
し
ま
す
。

※
こ
の
検
診
は
40
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
、
検
査
料

金
と
し
て
５
０
０
円
い
た
だ
き
ま
す
。

（
検
診
日
は
左
記
の
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。）

本
荘
由
利
広
域
市
町
村
圏

組
合
立
休
日
応
急
診
療
所

（
旧
本
荘
由
利
医
師
会
病
院
脇
）

診
療
日

診
療
時
間
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　
朝
晩
冷
え
込
み
、
寒
く
て
空
気
の
乾
燥
す
る
時
期
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
。
例
年
の
流
行
時
期
は
１

月
下
旬
か
ら
２
月
上
旬
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
予
防
策

と
し
て
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
り
、
遅

く
と
も
、
12
月
上
旬
ま
で
接
種
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
日
頃
か
ら
手
洗
い
・
う
が
い
を
す

る
習
慣
を
つ
け
て
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

月　日�
11月  2日（日）�

3日（月）�
9日（日）�
16日（日）�
23日（日）�
24日（月）�
30日（日）�

《相談・健診》
◎なんでも健康相談

　日時：11月20日（木）

　　　午前９時30分～11時30分

　場所：保健センター

※健康に関する相談、体脂肪率や血圧測定、赤ちゃ

　んの計測などを実施しています。

　　お気軽にいらして下さい。

◎乳児健診

　日時：11月20日（木）

　　　午後1時

　場所：保健センター

　対象：平成14年11月生

　　　　平成15年1・4・7月生

　（持参するもの）

　　母子手帳、アンケート用紙、バスタオル

※7月生の方は、「母子健康相談票」をお持ち下さい。

《予防接種》

◎ポリオ

　日時：11月27日（木）

　　　午後１時

　場所：保健センター

　対象：平成15年7月以前生まれで、2回投与され

　　　　ていない乳幼児

　　　※記入した予診票と母子手帳を持参して下さ

　　　　い。

◎日本脳炎Ⅰ期（要予約）

　日時・場所

　※下記のうち、接種を希望する医院に予約の電話

　　をして下さい。

　　　11月 ４日（火）大井医院

　　　11月11日（火）木村医院

　　　11月18日（火）佐藤医院

　受付時間：午後1時30分～2時

　対象：①平成12年12月以前生まれで2回終了し

　　　　　ていない幼児

　　　　②Ⅰ期2回目終了後1年経過した幼児

　※母子手帳と記入した予診票を持参して下さい。

　※12月も日本脳炎の予防接種を予定しておりま

　　す。

●健診・予防接種の日程は矢島町のホームページ・

　ｉモードでも御覧いただけます。

《ホームページアドレス》

http://www.town.yashima.akita.jp/

《ｉモードアドレス》

http://www.town.yashima.akita.jp/fukusi/

fukusi/imodo.html



平成15年度　大腸がん検診日程表

　※割り当て日以外でも都合の良い日に受診して下さい。

☆国保の皆様を対象とした

人間ドックのお知らせ☆

ドックを利用して健康チェックしてみませんか！
　受診を希望する方は福祉保健課保健係に電話で
申し込んでください。
※矢島町国保加入者で、２０歳以上の方であれば、
　受けられます。脳ドックは７０歳未満の方が対
　象となります。
※本荘第一病院の脳ドックは単独では受けられま
　せん。人間ドック受診が必須となります。
※人間ドック及び脳ドックともに１万円の助成と
　なります。
福祉保健課　　℡55-4960

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

月　日� 会　場� 時　間� 対　象　地　区�

 11月11日（火）�

木在会館� 9:30～9:50 木在�

杉沢会館� 10:10～10:50 砂子沢・杉沢・沢内・小板戸�

川原小坂会館�11:00～11:30 川原小坂・田中�

荒沢会館� 13:00～13:30 荒沢・矢越�

大川原会館� 13:50～14:50 長泥・大川原・新町�

新所会館� 15:00～15:30 新所・元町郷内・御嶽�

 11月12日（水）�

立石児童館� 9:30～10:00 持子・八ツ杉・中山・上野・上野平・十二ケ沢・軽井沢�

坂之下会館� 10:30～11:00 坂之下郷内・坂之下�

福祉会館� 13:00～15:00
矢島町・家中新地・丸森・田中町・新丁・舘町・七日町・�
新道・城新・水上・上ノ山小杉沢・針ケ岡�

 11月13日（木）�

保健センター� 9:30～11:30
谷地沢・桃野・中屋敷・上新荘・九日町・須郷田・成沢・�
田沢・金ケ沢・上原・熊之子沢・濁川・大谷地�

保健センター�13:00～15:00
羽坂・山寺・下山寺・豊町・栄町・栄町住宅・小田・�
沖小田・小田住宅・築舘�

医療機関名�

本荘第一病院�

人間ドック費用�

男性� 21,682 女性� 25,832

脳ドック費用� ※15,225

人間ドック� 脳ドック�

12月1日（月）8人� 12月1日（月）3人�

　　　　　～高齢者世帯の方々へ～

家の雪よせのお手伝いを致します！！
　高齢のため、住居の出入口や非常口等の雪よせが困難な方に、町からの委託を受け、シルバー人材

センター登録会員が雪よせのお手伝いをします。（対象となるのは住居の出入口で屋根の雪下ろしは、

利用できません）この福祉サービスは、単身高齢者等の自立した生活を援助する「軽度生活援助事業」

のひとつとして実施されるものです。

　★対象者

　　おおむね６５歳以上の単身世帯又は７０歳以上の高齢者のみの世帯で雪よせが困難な方

　★利用限度回数

　　　１２月　５回　　１月　１０回　　２月　１０回　　３月　５回

　★利用料金

　　１回につき１，０００円ただし、個人負担　２００円　町負担　８００円

　※今年度、新しく利用を希望される方は事前に申請が必要ですので下記まで御連絡下さい。

　〈申込み・問合せ先〉矢島町役場福祉保健課TEL５５―４９６０



★国民年金保険料の納め忘れはありませんか！
　収穫の秋を迎え、今年度も後半となりましたが、国民年金保険料の納め忘れ
はありませんか？
　保険料の納付は、年金を受け取るためにも大変重要です。老後や万一の「障
害や死亡」といった事故の場合に給付を受けられないことのないよう忘れずに
納付しましょう。

～納付案内をしております。～
　納め忘れのある方に対して、電話や戸別訪問による納付のご案内をしており
ます。ご案内は社会保険事務所職員のほか、年金推進員や委託業者が夜間や休
日も行っております。皆さん一人一人の年金権を守るためですので、ご理解と
ご協力をお願いします。

★「いざというとき」に頼りになります！　公的年金
　もし、公的年金がなかったら、老後の生活は自分の子供に頼るか、若い時か
ら貯蓄をしておくことになります。しかしながら、全ての方が子供と同居でき
るわけでもなく、また最近の経済状況の中で貯蓄も目減りしているのが実情で
はないでしょうか？
　そこで、長い老後を安心して暮らせるように、社会全体で高齢者世代を支え
る仕組みとして、公的年金制度が頼りになります。
　　①国民年金は国が運営し、確実な将来の支えになります。
　　②生涯受け取れて、安心の終身保障です。
　　③「万が一」の場合に障害年金・遺族年金があります。
　　④保険料は全額、社会保険料控除の対象です。
　因みに、平成１４年度の矢島町における受給者数と受給総額は以下のとおり
です。

（平成14年度事業状況より）

～国民年金保険料を納めましょう～

社
会
福
祉
法
人

　
　
矢
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
次
の
皆
様
か
ら
社
会
福
祉
事
業

の
た
め
役
立
て
て
下
さ
い
と
し
て

寄
付
金
を
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

○
上
野
・
小
番
和
男
様

　（
御
母
堂
タ
カ
氏
香
典
返
し
）

○
羽
坂
・
蒲
田
則
夫
様

　（
御
尊
父
定
三
氏
香
典
返
し
）

○
水
上
・
小
番
力
様

　（
御
尊
父
常
雄
氏
香
典
返
し
）

○
小
板
戸
・
三
浦
久
雄
様

　（
御
母
堂
ア
キ
エ
氏
香
典
返
し
）

み
ん
な
の
善
意

お
詫
び
と
訂
正

　　
先
月
号
の
紙
面
Ｐ
２
の
特
別

会
計
決
算
額
及
び
水
道
事
業
の

（
千
円
）
が
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
３
Ｐ
の
（
歳
出
に
つ
い

て
）
の
後
の
タ
イ
ト
ル
が
歳
入

の
タ
イ
ト
ル
と
同
じ
に
な
っ
て

お
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
経

費
節
減
と
適
切
な
事
業
の
推

進
」
で
す
。

　
短
歌
コ
ー
ナ
ー
の
加
賀
谷
　

栄
様
の
苗
字
が
加
賀
屋
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
。
訂
正
と
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

受給者数� 受給総額�

老齢年金� 1,727 人� 1,000,341,800 円�

障害年金� 74 人� 51,067,800 円�

遺族年金� 30 人� 22,207,200 円�

合　　計� 1,831 人� 1,073,616,800 円�



“こちら情報センター”
　光ファイバインターネット「ＹＢネット」

加入申込キャンペーン実施

　１１月２日～３日の２日間にわたり行われる産業文

化祭において「地域情報化展」を開催します。

　展示内容は、光ファイバインターネットサービス

「YB ネット」の紹介や加入キャンペーンやインター

ネット体験、パソコンに関する相談などを行います。ま

た、ISDNと光ファイバとの通信速度の違いが体験でき

るコーナーを設けます。「YBネット」加入申込キャン

ペーンは、10月1日～11月10日までとなっており、

この期間内に加入申し込みいただくと通常の初期費用

より安く加入することができます。是非、この機会の

ご加入をおすすめいたします。

　町民皆様の多数のご来場をお待ちしております。ぜ

ひお立ちより下さい。

「地域情報化展」
●ＹＢネット加入申込キャンペーンコーナー

　・今、申し込みされると初期費用がプライスダ　　

ウン！

●インターネット体験コーナー

　・ノートパソコンで簡単インターネット

　・ISDNと光ファイバとの違いが体験できる

　・インターネットで動画が見られる

●なんでもパソコン相談コーナー

　・そろそろパソコンやインターネットを始めたい　

　方に

　・パソコンを使っていてわからない！困った！と　

　いう方に

　・ウィルス対策のしかたがわからないという方に

期　日　１１月２日（日）～３日（月）

場　所　 矢島町日新館　サロン

テレビ電話今月の配信予定

　　11月3日　芸能発表会
　配信を希望される方は役場企画商工観光課へ

（５５－４９５２）申込み下さい。

ＴＶ電話ビデオ・オン・デマンド装置

下記電話番号にダイヤルすることにより各種

情報を見ることができます。

　　行政・福祉情報　　　　　　29-5020

　　観光・イベント情報　　　　29-5021

　　公共施設予約状況　　　　　29-5032

　ホームページアドレス

　　http://www.town.yashima.akita.jp

　メール

　　kikaku@town.yashima.akita.jp

活
躍
の
記
録

第
130
回
商
工
会
珠
算
検
定

　
試
験
合
格
者
（
９
月
21
日
実
施
）

三
級
　
茂
木
　
和
幸
（
坂
之
下
）

第
28
回
町
長
旗
争
奪
野
球
大
会

　
５
月
20
日
よ
り
ナ
イ
タ
ー
で
行

わ
れ
て
お
り
ま
し
た
リ
ー
グ
戦
を

勝
ち
抜
い
た
代
表
チ
ー
ム
に
よ

る
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
多
目

的
運
動
広
場
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
今
年
度
の
町
長
旗
は
山
科

ノ
ー
ラ
ン
ズ
が
手
に
し
ま
し
た
。

優
　
　
勝
　
山
科
ノ
ー
ラ
ン
ズ

準

優

勝
　
Ｔ
Ｄ
Ｋ-

Ａ
Ｃ
Ｃ

最
優
秀
賞
　
佐
藤
保
喜（
写
真
中
）

優

秀

賞
　
伊
藤
佑
輔（
写
真
左
）

敢

闘

賞
　
須
田
　
喬（
写
真
右
）

第
12
回
町
長
杯
一
般
男
女
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
　
10
月
13
日

男
子
の
部

優
勝
　
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ

準
優
勝
　
Ｍ
Ａ
Ｘ

女
子
の
部

優
勝
　
エ
ン
ジ
ェ
ル（
５
年
連
続
）

準
優
勝
　
ラ
ビ
ッ
ツ

象
潟
奥
の
細
道
大
会

　
　
　
期
日
　
９
月
28
日
（
日
）

　
　
　
場
所
　
象
潟
中
学
校

小
学
校
６
年
男
子
個
人

三
　
位
　
佐
藤
　
基
（
上
野
平
）

中
学
校
１
年
女
子
個
人

準
優
勝
　
佐
藤
綾
子
（
上
新
荘
）

郡
市
少
年
武
道
錬
成

（
柔
剣
道
）
大
会

　
　
　
期
日
　
10
月
12
日
（
日
）

　
　
　
場
所
　
本
荘
市
民
体
育
館

中
学
校
男
子
団
体

優
　
勝
　
矢
島
中
学
校

中
学
校
２
年
男
子

優
　
勝
　
佐
藤
　
薫
（
荒
　
沢
）

三
　
位
　
滝
野
　
駿
（
城
　
新
）



中
学
校
１
年
女
子

準
優
勝
　
佐
藤
綾
子
（
上
新
荘
）

小
学
校
６
年
男
子

優
　
勝
　
佐
藤
　
基
（
上
野
平
）

準
優
勝
　
佐
藤
　
彬
（
上
野
平
）

三
　
位
　
佐
藤
悠
太
（
谷
地
沢
）

小
学
校
４
年
男
子

三
　
位
　
真
坂
脩
平
（
田
中
町
）

教
育
委
員
会
だ
よ
り

 
地
域
・
伝
統
文
化
を

　
　
　
　
　 

　
大
切
に

　
　
教
育
委
員
　
武
内
　
詔
子

　
　
　
　（
委
員
長
職
務
代
理
者
）

　
紅
葉
し
た
木
々
の
葉
も
散
り
、

秋
の
深
ま
り
行
く
中
を
子
ど
も
達

が
ハ
ツ
ラ
ツ
と
登
下
校
し
て
い
る

姿
を
見
る
と
元
気
が
湧
い
て
き
ま

す
。
子
ど
も
達
は
、
し
の
ぎ
や
す

い
季
節
の
下
で
勉
強
に
、
ス
ポ
ー

ツ
に
と
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る

姿
に
大
き
な
声
援
と
拍
手
を
送
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
去
る
十
月
十
三
日
に
は
、
町
体

育
協
会
五
十
周
年
の
記
念
式
典
、

二
十
六
日
に
は
小
学
校
創
立
百
三

十
周
年
の
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、

歴
史
あ
る
矢
島
町
を
再
確
認
す
る

事
が
出
来
、
本
当
に
喜
ば
し
い
限

り
で
す
。こ
の
古
い
歴
史
の
中
で
、

先
人
達
が
築
い
て
来
た
良
き
伝
統

文
化
と
習
慣
を
受
継
ぎ
、
私
達
は

今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
歴
史
あ
る
本
町
に
も
二
年

後
に
は
、
市
町
村
合
併
と
い
う
大

き
な
波
が
押
し
よ
せ
て
来
ま
す
。

こ
の
合
併
を
前
に
し
て
、
伝
統
あ

る
文
化
や
行
事
は
、
絶
や
さ
ず
守

り
続
け
な
け
れ
ば
と
強
く
思
う
こ

の
頃
で
す
。

　
八
朔
祭
り
は
老
若
男
女
を
問
わ

ず
、
町
内
挙
げ
て
参
加
出
来
る
楽

し
み
の
行
事
で
す
。
賑
や
か
な
中

に
も
、
そ
の
前
に
行
わ
れ
る
厳
か

な
神
事
は
気
が
引
き
締
ま
る
よ
い

機
会
で
す
。
こ
れ
ま
で
先
人
達
が

築
い
て
来
た
文
化
遺
産
を
守
る
気

持
ち
が
芽
生
え
て
来
る
と
思
い
ま

す
。

　
又
、
子
ど
も
達
が
町
内
の
若
者

と
一
緒
に
力
を
合
わ
せ
、
笛
、
太

鼓
、
踊
り
の
練
習
を
す
る
事
は
身

近
な
体
験
と
な
り
、
協
調
性
や
対

人
関
係
な
ど
身
に
つ
き
、
よ
い
経

験
と
な
る
機
会
で
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
小
正
月
の
行
事
の
「
才
の
神
焼

き
」
も
、
子
ど
も
達
が
参
加
し
て

行
わ
れ
、
冬
の
夜
空
を
赤
々
と
焦

が
す
炎
は
感
動
と
し
て
い
つ
ま
で

も
心
に
残
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
伝
統
行
事
や
地
域

の
文
化
な
ど
は
、
い
つ
ま
で
も
大

切
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
思

い
ま
す
。

　
私
は
小
学
校
時
代
、
自
然
に
触

れ
な
が
ら
外
で
駆
け
ま
わ
っ
て
遊

ん
だ
事
が
、
今
も
生
活
の
面
や
健

康
面
で
大
い
に
役
立
っ
て
お
り
、

特
に
健
脚
は
今
も
衰
え
て
お
り
ま

せ
ん
。
私
達
の
町
は
幸
い
に
所
ど

こ
ろ
に
広
場
が
あ
り
、
日
新
館
前

の
広
場
で
は
親
子
や
、
孫
と
一
緒

の
祖
父
母
、
友
達
同
士
で
楽
し
く

遊
ん
で
い
る
姿
が
見
ら
れ
、
そ
の

和
や
か
な
雰
囲
気
に
、
私
の
方
も

笑
顔
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
大

い
に
利
用
し
遊
ん
で
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
み
ん
な
と
一
緒
に
遊
ん

だ
り
、行
動
す
る
と
い
う
事
は
、社

会
の
ル
ー
ル
を
知
り
、
自
己
抑
制

力
も
身
に
つ
く
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
色
々
変
化
す
る
今
の
世
の
中
、

変
わ
っ
て
な
ら
な
い
の
は
人
間
と

し
て
の
生
き
方
だ
と
思
い
ま
す
。

母
親
と
の
触
れ
合
い
、
身
近
な
人

と
の
触
れ
合
い
、
自
然
と
の
触
れ

合
い
を
通
し
て
成
長
し
て
行
く
過

程
で
、
愛
さ
れ
て
い
る
実
感
、
有

る
が
ま
ま
の
自
分
を
受
け
入
れ
て

も
ら
っ
て
い
る
実
感
を
満
た
し
て

や
る
事
が
大
切
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
は
家
庭
、
地
域
、
学

校
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
そ

の
機
能
を
成
し
遂
げ
る
べ
き
努
力

を
す
る
事
が
こ
れ
か
ら
益
々
求
め

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。



や
ま
め
十
月
例
会

第
三
四
二
回

矢
島
短
歌
会
九
月
例
歌
会
秀
歌

　
　
　
　
　
選
者
　
藤
田
嘉
樹

む
し
暑
く
昏
る
る
夕
べ
の
軒
す
だ
れ

し
た
た
か
打
ち
て
台
風
近
む

佐
藤
ア
ヤ
子

平
安
を
祈
る
梵
鐘
嫋
々
と
余
韻
は
空

の
高
み
に
伝
う
　
　
　
金
子
　
京
子

ひ
孫
等
は
お
盆
に
来
る
と
の
電
話
あ

り
そ
の
日
今
よ
り
ひ
た
に
待
た
る
る

伊
東
　
房
代

鳥
海
山
訪
い
来
し
友
と
五
合
目
に
し

み
じ
み
歌
う
“月
の
砂
漠
”を

正
木
　
禮
子

お
日
様
の
匂
い
恋
し
く
こ
の
冷
夏
わ

ず
か
の
晴
れ
間
に
洗
濯
物
晒
す

佐
藤
　
洋
子

老
い
深
み
鉛
筆
に
ま
で
こ
だ
わ
り
て

２
Ｂ
で
書
く
字
の
す
っ
き
り
と
見
ゆ

佐
々
木
リ
ヨ

旅
を
来
て
十
国
峠
を
越
ゆ
る
と
き
雲

よ
り
そ
そ
る
秋
の
富
士
見
ゆ

加
賀
谷
　
栄

山
萩
は
い
と
さ
さ
や
か
に
花
付
け
ぬ

道
ゆ
く
人
に
秋
知
ら
し
め
て

桜
庭
　
恭
子

裏
庭
に
芙
蓉
の
花
の
咲
き
盛
り
し
ば

し
の
刻
を
な
ご
み
た
た
ず
む

冨
田
　
か
よ

帰
宅
遅
き
子
が
買
い
て
来
し
「
青
年

の
樹
」
節
目
に
ひ
そ
み
光
る
蛍

佐
々
木
利
也
子

足
弱
り
杖
に
す
が
り
て
廊
長
き
向
日

葵
の
咲
く
「
ふ
る
里
矢
島
」

佐
藤
　
ト
キ

五
人
の
子
の
家
族
に
祝
わ
れ
米
寿
の

吾
亡
夫
も
見
守
り
く
る
る
思
い
に

土
田
　
マ
サ

蝉
の
声
聞
か
ず
に
夏
を
逝
か
し
め
て

は
や
聞
こ
ゆ
る
は
夜
半
の
虫
の
音

佐
藤
　
ヤ
ス

転
作
の
大
豆
一
面
繁
れ
ど
も
梅
雨
明

け
な
ら
ず
今
日
も
過
ぎ
た
り

茂
木
　
富
子

履
き
な
れ
し
下
駄
の
感
触
確
か
め
て

夕
風
と
お
る
橋
渡
り
ゆ
く佐

藤
真
都
子

黒
揚
羽
ミ
カ
ン
に
舞
う
も
追
い
や
れ

ず
そ
の
艶
め
き
に
暫
し
見
と
る
る

佐
藤
　
幸
子

癒
え
た
れ
ば
愛
さ
れ
か
た
が
足
り
ぬ

と
ぞ
笑
み
に
紛
ら
せ
父
は
嘆
き
ぬ

佐
藤
千
賀
子

生
く
る
為
激
し
き
争
い
成
く
来
た
ら

ん
鳶
の
翼
つ
ず
れ
の
如
し金

子
　
四
郎

講
師
詠
草
　
　
　
　
　
藤
田
　
嘉
樹

幼
き
日
垣
間
見
し
父
母
の
痴
話
喧
嘩

彼
岸
の
墓
に
ふ
と
思
い
出
ず

メ
ロ
デ
ィ
の
流
れ
る
駅
舎
白
い
萩

正
木
　
禮
子

芋
掘
り
の
園
児
ら
の
手
可
愛
さ
よ

齋
藤
　
　
瑞

と
り
ど
り
の
コ
ス
モ
ス
揺
れ
て
減
反

田
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
勝
男

穂
先
に
頬
触
れ
て
ゆ
く
山
路
か
な

佐
藤
木
の
実

落
人
の
墓
と
聞
き
た
り
後
の
月

鞍
馬
　
賢
治

草
に
伏
す
紙
片
の
如
き
秋
の
蝶

佐
藤
柳
四
郎

公
園
に
寝
転
び
て
聞
く
秋
の
音

佐
藤
真
都
子

十
階
の
窓
の
眺
め
や
十
三
夜

金
子
　
京
子

鉾
杉
の
天
を
つ
き
ぬ
く
神
の
留
守

佐
藤
ト
キ
女

赤
い
羽
根
付
け
胸
張
る
孫
の
顔

齋
藤
　
　
茂

十
三
夜
八
島
の
来
る
下
駄
の
音

北
島
や
す
雄

まちの話題矢島町交通指導隊・佐藤綾子さん

交通指導隊連合会長表彰　受賞
　10月20日（月）、秋田市文化会館を会場に

秋田県交通指導隊連合会発足30周年記念大

会が開催されました。

　大会では、隊員として交通秩序の保持及び

交通事故防止に尽力され

た隊員に贈られる秋田県

交通指導隊連合会長表彰

を、佐藤綾子さん（新所）

が受賞されました。

　今回の受賞をお喜び申

し上げるとともに、今後

の更なる活躍をご期待申

し上げます。

地元の幸満載！由利高原鉄道特産品まつり
　10月18日、矢島駅前広場にて毎年

恒例の特産品まつりが開催されました。

当時は天気にも恵まれ大勢のお客様が

地元の幸を求め来店しました。また秋

田市や郡外各町からもつめかけ賑わい

を見せました。途中、ステージでは民

謡ショーやクイズなども行われ秋空の

もと大いに盛り上がりました。

笑いあり熱意あり金メダリスト・古賀稔彦氏語る
　柔道メダリスト・古賀稔彦氏が矢

島町文化講演会にて「人生の教科

書」と題して公演を行いました。白

い柔道着に身を包み登場した古賀氏

は幼少の意外な一面や「自分自身の

強い決心が強い精神力を生む」など

柔道から得た貴重な体験や生きた言

葉を詰めかけた聴衆に熱っぽく、時

に笑いを交え語りかけました。

県営担い手育成

基盤整備事業
　10月24日（金）新荘地区の基

盤整備事業の竣工式が行われまし

た。先月の針ヶ岡地区に続く竣工

となり、関係者約100人が出席し

工事の

完成を

祝いま

した。

長年の交通安全活動が表彰される

　長年の交通安全活動が認められ各関係機関

より表彰状が送られました。

●東北管区局長並びに

　　　　　東北交通安全協会長連名表彰

　佐藤嘉孝氏

　　（矢島地区交通安全協会副会長）

●全日本交通安全協会会長表彰

　小川邦則氏

　　（矢島地区事業主交通安全推進協会長）

　山田　勇氏

　　（元矢島地区安全運転管理協会副会長）
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平
成
16
年
度
版
あ
き
た
県
民
手

帳
を
販
売
致
し
ま
す
。
サ
イ
ズ
は

縦
15
セ
ン
チ
横
８
セ
ン
チ
の
ポ

ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
。色
は
グ
リ
ー
ン
。

小
さ
な
手
帳
に
豊
富
な
情
報
が

ぎ
っ
し
り
。
購
入
は
お
早
め
に
。

◇
販
売
先
　
矢
島
町
役
場
　

　
　
　
　
　
総
務
課
・
収
入
役
室

◇
価
格
　
一
冊
　
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
税
込
み
）

◇
販
売
期
間
　
11
月
４
日
よ
り

◇
問
い
合
わ
せ

　
矢
島
町
役
場
総
務
課

　
　
　
　
　（
℡
55
―
４
９
５
１
）

※
な
お
、
各
地
域
の
行
政
協
力
員

に
も
取
り
ま
と
め
を
依
頼
し
て
お

り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

あ
き
た
県
民
手
帳
発
行

　
平
成
十
九
年
秋
田
わ
か
杉
国
体

開
催
に
向
け
ま
し
て
、（
財
）
日
本

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
公
認
審
判

員
・
記
録
員
認
定
会
が
次
の
開
催

要
項
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
矢
島
町
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
成
年

女
子
会
場
地
で
す
の
で
、
多
数
の

審
判
員
及
び
記
録
員
が
必
要
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
是
非
こ
の
機
会

に
大
勢
の
方
々
に
参
加
さ
れ
国
体

本
番
で
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

▼
日
時
　

　
平
成
15
年
11
月
９
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜

▼
場
所
　
県
立
由
利
工
業
高
校

▼
受
講
料
　
三
〇
〇
〇
円（
当
日
）

▼
携
帯
品
　
筆
記
用
具
・
運
動
で

　
き
る
服
装
・
内
シ
ュ
ー
ズ
も
持

　
参

▼
開
催
要
項
等
の
詳
細
に
つ
き
ま

　
し
て
は
、
矢
島
町
教
育
委
員
会

　
社
会
教
育
課
内
国
体
準
備
担
当

　
佐
藤
助
雄
（
日
新
館
内
56
‐
２

　
２
０
３
）に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」

　
審
判
員
・
記
録
員
認
定
会
開
催

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

▼
日
時
　
11
月
16
日
（
日
）

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所
　
本
荘
市
鶴
舞
会
館
２
階

　
　
　
　
第
一
学
習
室

▼
内
容

　
土
地
の
境
界
に
関
す
る
事
、
分

　
筆
、
地
目
変
更
、
建
物
の
新
築

　
改
築
の
登
記
、
道
水
路
の
払
い

　
下
げ
等

▼
問
い
合
せ
先

　
秋
田
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
荘
支
部

　
　
　
　
　
　
℡
24-

３
１
１
０

▼
日
時
　
11
月
８
日
（
土
）

　
　
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分

▼
場
所
　
由
利
組
合
総
合
病
院
　

１
・
２
階

▼
内
容

　
職
員
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
で
は
餅
つ
き（
９
時
30
分
・
11

時
50
分
）
や
医
療
相
談
コ
ー
ナ
ー

な
ど
相
談
の
コ
ー
ナ
ー
を
多
数
開

設
。
ま
た
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
救
急

隊
に
よ
る
実
演
コ
ー
ナ
ー
、
農
産

物
・
介
護
用
品
の
展
示
即
売
コ
ー

ナ
ー
、
演
奏
会
（
10
時
〜
14
時
30

第
９
回
由
利
組
合総

合
病
院
祭

分
〜
）、
記
念
講
演
会
（
13
時
10
分

〜
）
な
ど
イ
ベ
ン
ト
多
数
。

▼
問
い
合
せ
先

　
由
利
組
合
総
合
病
院
総
務
課

　
℡
27-

１
２
０
０  

内
２
２
１
３

農
政
講
習
会

　
平
成
十
六
年
度
か
ら
の

「
米
政
策
改
革
」
に
つ
い
て

　
町
と
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会

の
共
催
で｢

米
政
策
改
革
大
綱
」
に

つ
い
て
の
講
習
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　
認
定
農
業
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
一
般
農
家
の
方
も
是
非
ご

聴
講
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
　
　
11
月
13
日(

木)

　
　
　
　
　
　
　
午
後
３
時
〜

▼
場
所
　
　
日
新
館
研
修
室

詳
し
く
は
、

矢
島
町
農
林
課
農
業
畜
産
係

電
話
55
‐
４
９
５
６

　
　
　
へ
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

「知事と語ろうハーモニーフォーラム」参加者募集!!
　秋田県知事とお話してみませんか？　

　由利振興局では地域の男女共同参画をすすめるための様々な方法や地域の

ニーズについて、知事と語り合うフォーラムを開催します。

　▼日時　１１月８日（土）　午前１０時３０分～１２時まで

　▼場所　日新館
（申し込み先）秋田県由利地域振興局地域企画課県民生活班　℡２２-５４３２　Fax２２-６６８３



９月救急月報（矢島地区消防組合）

※
正
解
者
１
名
に
粗
品
を
進
呈

い
た
し
ま
す
。

　（
解
答
例  

Ｃ
―
３
・
Ｆ
―
１
）

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
応
募
先

　
矢
島
町
七
日
町
字
上
山
寺
29

　
廣
祐
寺
内

　
や
し
ま
囲
碁
同
好
会

●
締
切
は
、
毎
月
10
日
ま
で

　
死
活
問
題
、
す
べ
て
黒
先
で

す
。

　
黒
番
一
手
示
し
て
下
さ
い
。

（
10
月
号
解
答
）

　
黒
１
で
白
死

ち
ょ
っ
と
ひ
と
息
…
　

囲

碁

講

座

　

　人身交通事故　　１件　
（平成15年10月）　

　交通死亡事故ゼロ日数  　

　　　　　１,２７２日

交通事故の発生状況
（平成15年10月22日現在）

お客様感謝デー開催!! やさい王国
　｢やさい王国｣では、地域の皆さまとともに歩んで早

５年目を迎えることができました。これもひとえに皆

さま方のおかげと感謝申し上げます。

　これからも「新鮮」「安い」「安全」をモットーに提

供してまいります。

　当日、おしるこ・おぞうにの無料サービス、お買い

上げお客様先着１００名様にプレゼントを進呈いたし

ます。

期日　　１１月２３日（日）

　　　　　　午前１０時～午後２時

場所　　「やさい王国」

　　　　　　

　　組合員も募集しております

詳しくは、

　矢島町農林水産物直売組合

　電話５５‐２５６０へ問い合わせ下さい。

㈱
鳥
海
高
原
ユ
ー
ス
パ
ー
ク

　
　             

ス
タ
ッ
フ
募
集

▼
花
立
牧
場
工
房
ミ
ル
ジ
ー
乳

　
製
品
の
配
送
担
当
１
名

▼
資
格
は
（
普
通
免
許
以
上
）

　
運
転
経
験
豊
富
な
方
で
矢
島

　
に
在
住
も
し
く
は
可
能
な
方

▼
年
齢
　
25
歳
〜
45
歳
位

▼
賃
金
等
　
当
社
規
程
に
よ
る

▼
採
用
　
平
成
15
年
12
月

▼
申
込
締
切
　

　
平
成
15
年
11
月
15
日

▼
そ
の
他
　
履
歴
書
・
健
康
診

　
断
書
が
必
要
で
す

ユ
ー
ス
パ
ー
ク
55-

２
９
２
９

ま
で寿

康
苑
か
ら
　
　
　

◎
利
用
時
間
の
変
更

11
月
か
ら
冬
季
時
間
に
な
り
ま
す

▼
利
用
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
半

（
入
浴
は
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
）

▼
期
　
　
間

　
11
月
１
日
〜
３
月
31
日

◎
送
迎
バ
ス
運
行
の
変
更

　
11
月
か
ら
送
迎
バ
ス
運
行
が
一

部
変
更
し
て
お
り
ま
す
。
対
象
地

区
の
皆
様
に
は
「
送
迎
バ
ス
運
行

の
お
知
ら
せ
」
を
ご
配
布
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
確
認
の

上
、
ご
利
用
下
さ
い
。

◎
秋
の
民
謡
の
祭
典

▼
日
時
　
11
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　
　
12
時
30
分
開
演

▼
場
所
　
寿
康
苑

▼
主
催
　
吉
岡
正
男
民
謡
一
行

◎
歌
謡･

民
謡
お
さ
ら
い
道
場

▼
日
時
　
11
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
　
12
時
30
分
開
演

▼
場
所
　
寿
康
苑

▼
主
催
　
本
荘
由
利
広
域

　
　
　  

　
　
民
謡
同
好
会
一
行

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

一
、
募
集
住
宅

　
　
　
下
山
寺
住
宅
　
一
戸

　
　
　
栩
木
田
住
宅
　
一
戸

二
、
敷
　
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

三
、
入
居
資
格

　
ア
　
同
居
親
族
が
い
る
こ
と
　

　
　
　
（
高
齢
者
や
身
体
障
害
者

　
　
　
の
方
は
特
例
事
項
が
あ
り

　
　
　
ま
す
。
単
身
者
で
も
特
例

　
　
　
に
よ
り
入
居
可
能
で
す
。）

　
イ
　
住
居
に
困
っ
て
い
る
こ
と

　
　
　
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　
ウ
　
公
営
住
宅
法
で
定
め
ら
れ

　
　
　
て
い
る
収
入
基
準
内
で
あ

　
　
　
る
こ
と
。

　
エ
　
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ

　
　
　
と
。

　
オ
　
入
居
時
点
で
矢
島
町
に
住

　
　
　
民
登
録
が
で
き
る
こ
と
。

四
、
募
集
〆
切
　

　
　
平
成
15 

年 

11 

月
14 

日（
金
）

※
収
入
基
準
、
そ
の
他
詳
細
に
つ

　
い
て
は
、
役
場
　
建
設
課
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
℡
55-

４
９
５
５
）

出動件数� 搬送人員�

交通事故� １　件� １　人�

一般負傷� １　件� １　人�
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